【様式A】



令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間・道徳科（第４学年）


テーマ〖　環境教育～くらしと水　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨木市立耳原小学校　








≪学習のねらい≫


・「未来に水を引きつぐ」ことの大切さや必要性に気づき、そのために私たちはどのような取組みを


すればよいか考える。


・日々使用している琵琶湖の水の環境や生態を知り、環境の大切さと自然の偉大さを知る。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　９月


➀すごろくを使用しながら体験的に地球の水循環を理解し、わたしたちの生活が水循環に影響を与えることを知る。


②水は森で生まれることを理解し、水を育む森を守るための工夫や努力が必要であることを知る。


③社会科の学習で、私たちが使う水のほとんどが琵琶湖の水であることを知り、琵琶湖に流れ込む川の周りの森林には、安全でおいしい水があることを学ぶ。


④道徳科の学習で、琵琶湖の水をきれいに保つためには、ごみを出さないことが大切であること、また自分たちの行動によって水をきれいにすることができることに気付く。


⑤琵琶湖博物館に行って、琵琶湖には多くの生き物が存在し、これらの生き物が安心して暮らせる環境が大切であることなどを知る。また、周辺の生き物や自然環境などもっと調べたいことをピックアップする。


⑥琵琶湖の水や生態、環境問題について調べ、文章やグラフ、写真など収集した情報をまとめる。


⑦今まで調べたことを新聞にまとめ発表する。


《指導ポイント》


■映像や対話、体験型学習、現地に行き見て学ぶなどの活動を通して、自然のしくみや大切さを学び、地球上の水の環境の中にいる自分たちが、未来に水を引き継ぐために考え行動するという意識をもてるようにする。


■自分たちが使用している水のほとんどが琵琶湖の水であり、その水を安心して使用するにはより良い自然環境にしていくことが必要であることを伝え、そのために自分には何ができるか考えることができるようにする。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


・サントリー次世代環境教育「水育」


・社会科『わたしたちの茨木』(茨木市教育研究会　社会科部会　編)


・道徳科『琵琶湖のごみ拾い』(光村出版)





≪成果≫


・教科書だけでなく、映像や対話、体験型学習、現地に行き見て学ぶなどの活動を取り入れることで、現在の琵琶湖や川の実態を知り、安全できれいな水にすることへの重要性に気づくことができた。


・琵琶湖の水をきれいに保つために、ごみが落ちていたら拾う、食器洗いのときに洗剤をなるべく流さないようにしたい、地域の清掃活動に参加することから始めたいなど生活の中で自分にできることを考えることができた。
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